
 

令和 5年度 第 4回運営推進会議議事録 

令和 5 年 11 月 1 日 

事業所名 特別養護老人ホーム勝田三思園 

担 当 者  電話番号 017-763-0036 

 

１．開催日時 令和 5 年 10 月 23 日（月）  14 時 00 分 ～ 14 時 50 分 

２．開催場所 特別養護老人ホーム 勝田三思園 今年度開催回数（ 4 回目） 

３．出 席 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席 

 

氏名 構成員の属性 

○  （松原町会長     ） 

×  （勝田第二町会長   ） 

×  （民生委員・児童委員、主任児童委員） 

○  （松原町会住民    ） 

○  （青森市中央地域包括支援センター） 

×  （青森市役所介護保険課事業者チーム） 

○  （入居者家族     ） 

○  （入居者       ） 

 

 事業所側 

 

 

 （施設長兼介護主任  ） 

 （主任生活相談員   ） 

 （生活相談員     ） 

 （          ） 

 （          ） 

４．活動状況の報告 8～9 月までの入居者状況報告と行事等の報告 

５．活動状況の評価 

・どせばいいカードについては、自分の立場になって考えたため、学ぶことが

多かった。（松原町会長） 

・脳トレとはまた違ったカードを初めて体験したが、面白いカードだと思った。 

（入居者） 

・感染症対策は大変かと思いますが、これからも引き続き気をつけて頂きたい。

（入居者家族） 

・実習生受入が通常通り行えているようでよかったです。勉強のためにもなり

ますが、利用者の方にもいい刺激となっていると思います。 

（青森市役所介護保険課事業者チーム）書面にて 

６．主な議題 ACP（人生会議）について～「どせばいい？カード」による疑似体験～ 

７．要望、助言等 

Ⓐ初めてどせばいいカードを行ったが、なかなか普段考えることがないことだ

と思うので、考える機会が出来る良いアイディアだと感じた。今後、研修等で

行いたいと思ったので、その際は講師等依頼することができますか。（中央地域

包括支援センター） 

Ⓑどせばいいカードを通して色々と考えた。なんとなく選んだが心が揺れる体

験ができた。次の時はどう気持ちが動くのか気になった。（松原町会住民） 

Ⓒ人生会議のことは知っていたし、カードのことも知っていたが体験したのは



 

初めてだったので良い体験をした。今後、どせばいいカードを用いて、家族と

行ってみたいので購入したい。（入居者家族） 

Ⓓ人生会議についての認知度はまだ低いと感じます。利用者さんの入所の際に

でも案内していただくと利用者さんや家族の方も考えるきっかけになると思い

ます。（青森市役所介護保険課事業者チーム）書面にて 

８．意見等へ 

の対応等 

Ⓐ今後、研修等の講師依頼があれば社会福祉法人中央福祉会として、どせばい

いカードの体験研修会を行いたいと考えております。 

Ⓑ自分のその時の精神状態次第では、日によって全く違うカードを選ぶことも

あります。また、今回は一人称で行いましたが、相手のことを考えて行う二人

称ではまた違う選択になるかと思います。何回も行って頂き、心が動く体験を

して頂きたいです。 

Ⓒどせばいいカードご希望の方は、当事業所、または関連施設三思園のホーム

ページからお申込みいただけます。ネットでの申し込みが苦手な方は、当事業

所へお申し込み頂ければと思います。是非ご家族や身近な方達と行って頂きた

いです。 

Ⓓ当事業所では、人生会議を入居する際や、状態が変化した際に行っておりま

す。人生の最終段階のお話だけでなく、これまでどうやって生きてきたか、ど

んな物が好きか、今後どうやって生活していきたいか等、勝田三思園での生活

が豊かになるよう多職種で情報を共有しています。 

９．その他特記事項 次回運営推進会議は令和 5 年 12 月中に開催予定 

 


